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(仮称)物質が Pseudomonasに有効であることが判明
したので，その抗菌性を Gentamycinおよび Poly-
myxin B と比較検討した。その結果，この物質は抗 
Pseudomonas性が強く，その力価は Gentamycin と
同程度で， Polymyxin B より強力で、あるという結果が
得られた。
質問新井正(庸研): 1)ニトロフラン誘導体に対す
る Pseudomonasの感受性を表わす表で >5.0m.Cg/ 
mlというのは， さらに高濃度で試験して感受性が非
感受性か決定する必要があるのではないか。 
2) 同一菌種のうちで株によって抗菌性物質に対する
感受性が著しく異なるものがあるのは Pseudomonas
菌属の中の Variationが多いことを示すのか。
回答	 1) NF-1802物質(仮称)の最少阻止濃度が求め
得なかった菌株について再検査中である。 
2) 使用 Pseudomenas株は，魔研保有株であり，今
回の実験に先だ、って特にその再同定はしていない。 
6. 食品細菌としての Vibrio属の研究 
0清水潮，金子恵美子，地引恭子，
相磯和嘉(魔研)
日本近海の魚類の腸の Microfloraは大部分 Vibrio
属に属する細菌によって構成されている。新鮮なアジの
胃の Microfloraは Vibrioのほかに Sarcina，Pseu-
domonas，Achromobacter，Coryneformsなどの菌群
を多量に含んでいるが，腸にはいると均一な Vibrio 
floraが形成される。腸の嫌気的条件と胆汁にたいする
抵抗性が， Vibrioを dominantにする要因と考えられ
る。 Vibrio属の細菌が海産魚の腸管固有の日oraを構
成していることの実際的および生物学的意義について考
察を加えた。 
7. 腸炎ピブリオ食中毒の実験的研究 
0桑原祥浩，森田武信，中沢久子，
藤原喜久夫(魔研) 
Vibrio parahaemolyticusの病原性を検討するため
に，家兎結象小腸を用いる Deなどのテストを行なっ
た。その結果，非溶血株には，結実記小腸Jレ{プに変化を
もたらすような病原因子は，みられなかったが，溶血株
においては，明らかに腸管の血管透過性を允進させた。
また，溶血株から得た溶血毒分画は，単独に接種した場
合に，小腸ループに反応を惹起させ得た。さらに，これ
を生菌培養液あるいは内毒素様分画と混合接種した場合
には，その反応を著しく促進させた。
質問新井正(庸研):起病因子としての hemolysin
と核酸分画の関係はどうか?
回答藤原喜久夫(魔研):腸炎起炎性に関する分画は
複数であると思う。核酸分画とエンドトキシン分画と
溶血毒分画が共存すればなおさらに強度の起炎性を示
すものと考える。 
8. エンテロトキシンを産生するブドウ球菌のー菌株
について
軽込 JI原子，森美弥子， 
O藤原喜久夫(腐研) 
1967年四街道町に発生したシュークリームに由来し
た食中毒原因食より分離された菌株について，菌学的な
らびに毒素の抗原性に関する研究を行なったのでその成
績の概要を述べる。 
1) 形態学的，生化学的性状については従来のエンテ

ロトキシン産生株と差異が認められない。
 
2) エンテロトキシンの抗原性をしらべると， A，B， 
Cのいずれの型とも異なるものである。 
3) エンテロトキシンの抽出精製実験を行なうと， 
燐酸塩緩衝液を用いて， .4，pH 6 0.05μ CG-50に吸着
された毒素は， 0.5μ，pH6.8の緩衝液により溶離され
ることを矢口った。 
9. 大気汚染に関する動物実験について
田波潤一郎(衛生)
無菌動物を対照とする表題の実験から次の事がらが知
られた。 
1) 無菌モルモットに対する S02の障害作用を肺臓
の所見，すなわち，初期の充血・溢血・リンパ球の集
合，後期の血管周囲の浮腫・線維芽細胞の出現・好銀線
維の増加から観察すると， 20，..40 ppm 1週間の曝露で
不可逆的な変化を生じた。普通飼育モルモットで、は， 1 
，..5ppmの S02曝露 1週間で，似たような変化を肺臓
に認めたが，遊走細胞・巨大細胞などの出現があり，個
体的な差がはなはだしく，菌などの感染が，変化の素地
をなしているものと推定された。 
2) ある種の非病原性葡萄球菌，あるいは短梓菌を無
菌動物に与え，単菌肺感染動物を作出して 40ppmS02 
に曝露したものは， 無菌で S02に曝露したものより有
意の差をもって障害を多く現わした。当該菌のみでは何
らの障害を起こさなかった。 
3) 普通飼育モルモットによる実験では， S02曝露に
より呼吸器系粘膜より異種蛋自体(牛乳粉)が通過し易
い状態が生起されることがわかった。また，異種蛋自体
による感作状態の発現がある場合には，当該蛋自体と空
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気汚染物とが同時的に侵入することにより，呼吸器系粘
膜および粘膜下組織中に激しい病変が生ずることを認め 
fこ。 
4) 珪石塞が呼吸器粘膜(特に気管)より侵入する現
象を観察した。この現象は無菌動物で最も著明であり，
同じ物質による最初の侵入が強く現われた。 S02などに
よる粘膜障害も侵入を容易にするようであった。
以上の所見より，大気汚染地区における汚染の人体障
害作用を軽減するための方策として，環境の浄化，伝染
性疾患の予防，アレルギ一発生条件の除去，アレルギー
病状の治療などを強力に推進する必要がある。また，特
に新生児，幼児の保護を厳重にする必要を認めた。
質問吉田亮(公衆衛生):40 ppm，20 ppm という
高濃度の亜硫酸ガスを使用された理由について?
質問赤尾三太郎(腐研): 1) 病理学的変性度をどの
ような方法で数的に表現していますか? 
2) 無菌動物において(有菌動物と比較して)化学物
質による病理学的変化に質的な差異がみられたという
経験がありますか?
回答	 S02 20 ppm.......40 ppm という高濃度を用いたわ
けは，無菌モルモットでは 20ppm 1週間以内の S02
曝露では，明らかな変化が出なかったことと，わたく
したちが知ろうとしている質的な変化を比較的短時日
で捕えたかったからです。この考え方は無機物質の障
害作用を，濃度×時間で表現することの妥当性を認め
た上で行なったものです。なお病理組織像の数量的取
り扱い(統計的)に心がけています。 
10.大気汚染と小児の健康 
0安達元明，吉田亮，本宮建，
伊藤耕三，小林弘(公衆衛生)
小児科アレルギー研究班
ますます大規模化する京葉工業地帯を背景にひかえ，
大気汚染の人体への影響を小児の健康という尺度で把握
しようとして， 千葉県市原地区で昭和 40年度より三才
児健診 (3才 788名， 4才 405名， 5才 145名)， 翌年よ
り学童健診(延 4107名) を行なった。汚染地区として
市原市五井地区(五井小)， 非汚染地区として三和，養
老，海上地区(養老，市西小)とした。感冒擢患傾向で
は3....5才児で両年度とも年間 7回以上J寵患する児は汚
染地区に高率であった。診察時，気管支炎と診断された
ものも同地区に多かった。学童では気管支炎には差がな
かった。学童の肺機能では， 3回の平均値を身長分布の
最も多い A，B二群で比較したところ， 42年度4年女子 
B群 (127.5cm群)の努力性肺活量， 4年男子，女子 
A，B群の時間肺活量で汚染地区が低値を示した。欠席
調査では 42年度 4年女子を除きすべて汚染校が高率で、
あった。 H.D抗原液による Skintestでは乳幼児から学
童まで非汚染地区が高率を示した。耳鼻科所見では副鼻
腔炎，肥厚性鼻炎，扇大，咽頭炎，扇桃炎ともに汚染校
が高率を示した。
追加 田波潤一郎(衛生):全国的な同様の調査研究の
結果，常時 0.05ppmを超える S02汚染のある所で
は，田舎と比較して有症率が大体 2倍であることが結
論されている。このような研究は人体側の素地，呼吸
器伝染病の流行そのほかの要因で，かなり複雑なもの
になるので，発表のデータを示唆として受けとり，無
菌動物を用いる基礎研究を進めたいと思う。 
11.小児の身体発育に影響を及ぼす諸国子の検討
(予報) 
0伊藤耕三，吉田亮，本宮建，
安達元明，水野哲夫(公衆衛生)
小児身体発育に影響を及ぼす因子は種々考えられる
が，今回は環境(大気汚染)および疾病(気管支端息)
の影響の有無を percentilemethodを用いて検討し 
fこ。 
1) 汚染地区(市原市五井地区)の 0....3才児，男 259
名，女 139名，および非汚染地区(市原市養老，三和，
海上地区)の 0....3才児， 男 161名， 女 139名を比較す
ると，男子身長 percentile 16....50 (Mー ののところ
には，汚染地区 21.2%，対照地区 9.9%が分布し， また
男子体重 percentile51....84 (M+のの範囲には，汚
染地区 31.7%，対照地区 44.7%が分布し，大気汚染が小
児の身体発育に影響を与えているかの傾向がみられたが
他の分布も併せ考えると，一定の傾向があるとは断定で
きなかった。 
2) 瑞息児 163名では，男女児とも身長では高値 
(percentile 51以上)を示すものが多かったが体重は低
値を示すものが多く，他の諸報告のように，鴫息児では
まず体重に影響がみられるものが多かった。 
12.アレルギー性の小児に対する予防接種について
吉田亮， 0本宮建，
安達元明(公衆衛生)
現行の予防接種実施規則は禁忌としてアレルギー体質
の者をあげている(第 l章第4条)。 したがって， アレ 
Jレギー性で、あると判定された小児は予防接種の対象から
除外されてしまう。一方，麻疹，百日咳，インフルエン
ザなどが呼吸器のアレルギー状態を変化させ，気管支瑞
